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IT経営のポイント

編集長インタビューの掲載企業を募集します。ご希望の方は弊社までご連絡ください。

Interview編集長インタビュー
　こんにちは。「IT経営塾勉強会京都」に参
加させて頂いておりますが、出張が多くてな
かなか時間がとれず、出席がままなりません。
　私は、元来は環境問題と廃棄物関係の技術
コンサルタントですが、最近では産廃関係の
経営コンサルティングや、研修講師的な仕事
が大半を占めております。
　産廃業界というのは世間的なイメージが決
して良くはなく、さらには、仕事の品質を問
うことなくひたすら安く買い叩きたい、とい
う多くの排出者側の無理解もあって、結果的にまじめな産廃業者
が苦労している現状があります。これを、産廃業側と排出者側の
両面から何とか変えてゆきたいと考え、産廃業者に「ブランドイ
メージを戦略的に形成する考え方」を根付かせたい、と思ってい
ます。
　また大学でも、企業にとって環境問題がブランド形成にどう役
立っているかを「環境経営論」として話していますが、私の非力
のせいか、自分には関係ないと考える学生が多いのか、残念なが
ら余り理解されていないようです。
　その上、よせばいいのに昨年からは、友人たちと「京都産農産品」
の会員制販売という事業を立ち上げ、これを軌道に乗せるために
四苦八苦しております。「京都」という偉大なカテゴリーブラン
ドの中で、これも存在感がある「京野菜」というブランドに乗り、
地産地消だけでは「縮み思考」だという考えから、現在は東京で
の会員獲得と取り組んでいます。
　これからも、皆さまの活発な議論を聞かせていただき、仕事に
活かしたいと思いますので、よろしくお願いをいたします。
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　前回は経営者があるレベルのＩＴ知識を身につけて、他の投資
と同様、納得して投資できるようになるべきと書きました。では
身に着けるべきＩＴの知識とは何でしょうか。
　ＩＴに関連した知識は以下のような種類に分類できます。
●ＩＴを活用した経営手法の知識…ＳＣＭ、ＣＲＭ、ＳＦＡ、ナレ
ッジマネージメント、など。

●ＩＴ関連技術の知識…モバイル機器、ＩＣタグ、クラウド・コ
ンピューティング（仮想化、グリッド）など。

●業務処理でＩＴを活用する知識…販売システム、生産管理シス
テム、会計システム、など。ＰＯＳシステム、ＣＡＤ／ＣＡＭシ
ステム、など。 

●ＩＴ関連業界の知識…ＩＴベンダーの市場での位置、ＩＴベン
ダーが提供する製品・サービス、など。ＳＩ、アウトソーシング、
ＳａａＳ、など。

●情報システムの企画・開発･運用に関する知識…モデリング手
法、開発負荷見積手法、開発手順・開発手法、プロジェクト管理、
など。

●ＩＴ関連インフラの知識…ハードウェア（プロセッサ、メモリ、
など）、ソフトウェア（プログラム言語、ＯＳ、データベース、
など）、ネットワーク（ＬＡＮ、ＴＣＰ／ＩＰ、など）

●パソコン・インターネットの知識…ワープロ、表計算ソフト、
プレゼンテーション用ソフト、メール、ＷＥＢ、検索エンジン、
など。

●セキュリティの知識…コンピュータウィルス、個人情報保護法、
暗号方式、など。

　ＩＴに詳しくない経営者の方は、最初にＩＴを活用した経営手
法を勉強するのがとっつきやすくてよいと思います。また、ＩＴ
を活用して経営上の成果をあげている企業の事例を勉強されるの
もよいと思います。

経営者はどこまで
ITの知識が必要か ⑴
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　皆さんは、普段ラ
ジオを聞きますか？
　IPサイマルラジ
オ・radikoは、パ
ソコンでラジオを放
送と同時に聴くこと
ができるサービス
で、３月15日に試験
放送が始まりまし
た。といっても全国どこでも聴けるわけではなく、今のとこ
ろ首都圏と関西圏に限られています。関西圏（大阪府、京都府、
兵庫県、奈良県）では、朝日放送、毎日放送、ラジオ大阪、
FM COCOLO、FM802、FM OSAKAの６局を聴くことが
できます。ちなみに、サイマル放送とは放送局が異なる媒体
に同じ内容を配信することを言います。
　サービスの背景には、都会の難聴取対策と若者のラジオ離
れがあります。都会では高層ビルや雑音源が増えて電波が入
りにくいですし、今の若者は携帯やパソコンの普及のためか、
昔ほどラジオを聴かないようです。インターネットを通じた
放送で、これらの人にもラジオを身近に感じて聴いてもらい
たいという狙いがあります。
　サービス開始当初はアクセス殺到で全くつながらないほど
の人気でしたが、現在はスムーズにアクセスできます。気に
なる音質もまずまずで、AMなら普通のラジオで聴くよりク
リアかもしれません。
　８月までは試験放送期間とのことで、今後は聴取地域や参
加ラジオ局が拡大していく可能性もあります。パソコンを使
うときに、BGMとして気軽に聴いてみてはいかがでしょうか。

（木澤　康仁）

IPサイマルラジオ　radiko
http://radiko.jp/

成岡：本日はお忙しいところ有難うございます。貴社の事業の説明
からしていただけますか？

中島：弊社は創業以来40年以上にわた
り、建築事業、環境関連事業な

どを広範囲に手がけてきた企業

です。大手企業との共同開発商

品（ビル外壁など）や自社開発

商品（軽量外壁材、改修工事の

補強材、床材、断熱材）など多数あり、最近では太陽光発電

の事業にも進出しています。

成岡：随分多岐にわたっていますね。
中島：私の故郷石川県の小松市工業団地にある富士セラ株式会社と

いう会社で商品の製造をしています。富士工業株式会社は商

品の企画、設計、販売、施工などを担当します。また、アス

ベスト対策の事業や危険度判定の診断なども主要な事業です。

成岡：過去に経営革新の認定を２件取られていますね。
中島：以前にアスベスト対策事業である「セラパックシステムの開

発」というテーマで経営革新の認定をいただきました。1998

年です。最近では2008年に新しい内断熱材の開発というテー

マで、再度経営革新の認定をいただきました。１社で２件の

革新認定というのは珍しいかもしれません。

成岡：それもこれも会社に技術力と事業化へ向けた社長の情熱があ
るからでしょう。そして、また今度は新連携の認定も申請さ

れたとか。

中島：そうです。昨年12月くらいにお話をいただいて、それから３
ヶ月の超スピードで新連携の認定をいただきました。この認

定は、「カルシウムイオンと石灰でアスベストを凝結固化させ

るセラパックシステムの事業化」というテーマで認定をいた

だきました。連携４社と京都市産業技術センター及び立命館

大学との連携事業です。

成岡：連携４社と言いますと？
中島：コア企業が富士工業株式会社、

商品（アスベスト処理剤）の製

造が富士セラ株式会社、原材料

の供給を石川県のＳ社、そして

施工会社として京都府のＡ社に参画いただきました。また、

この連携の枠組に入れませんでしたが、任意団体である「セ

ラパック会」という会を組織して、工事内容の品質管理を行

える体制を引いています。

成岡：工事の品質管理と言いますと、どういうことでしょうか？
中島：アスベスト対策の工事方法には大きく分けて３つの工法があ

ります。「除去工法」「封じ込め工法」「囲い込み工法」です。我々

が開発した「セラパックシステム」は大きく分類すると「封

じ込め工法」に分類されます。しかし、弊社の封じ込め剤「セ

ラパック」は耐久性において従来品を大幅に上回る性能をも

つため、第４の工法と位置付けています。性能評価について

は京都市産業技術センターや立命館大学にて指導いただきま

した。セラパックシステムは、対象となるアスベスト材を２

種類の処理剤で擬似石灰岩化させます。空気中の炭酸ガスと

反応させて、硬い石灰岩（炭酸カルシウム）に変質させます。

そうすることで、衝撃や摩擦、熱や湿気・光等に強く、もろ

く崩れなくなります。この工法の施工内容、施工管理、施工

後のメンテナンス等を管理し、評価し、品質を認定する機能

をこのセラパック会の中の各管理委員会がカバーします。

成岡：なるほど。単に施工したというだけではダメなのですね。と
ころで第４の工法「セラパックシステム」を他の工法と比較

するとどう

でしょう。

中島：現在主流と
なっている

のが「除去

工法」です。文字通りアスベストを取り去る工法で、一見一

番良い工法のように見えますが、除去時にアスベスト飛散の

リスクが高く、細心の注意が必要です。「封じ込め工法」につ

いては飛散のリスクは低いですが、樹脂を主成分にしたもの

が多く数年で劣化してしまいます。「囲い込み工法」はボード

でアスベストを密封する工法です。しかし、完全なるアスベ

ストの密封は不可能なためアスベスト飛散のリスクは消えま

せん。それに対してセラパックシステムは、アスベスト飛散

のリスクが少なく石灰を主成分としているため劣化の恐れが

ありません。米国のEPA（環境保護庁）では、除去における

アスベスト飛散のリスクを説き、建物解体時までは封じ込め

にて対応する事を推奨しています。

成岡：セラパックシステムは良い技術ですね。アスベスト問題はま
だ相当深刻な段階なのでしょうか？

中島：アスベスト対策法ができ、すぐに施行されました。しかしま
だ全国規模では相当数の建築物にアスベストが残っています。

建物を解体するなら別ですが、そのままの状態で使用すると

なれば、必ず何らかのアスベスト対策が必要です。特に工事

をする期間中止められない機能がある建物、具体的にはエレ

ベータ室、ボイラー室、回転式の駐車場などでは、振動も伴

い大きな問題となります。

成岡：なるほど。世間での一層の認知が必要ですね。
中島：そうです。理屈は分かっていてもいざ現実の話しになると多

少難しいのでしょう。しかし、我々の会社理念にもある、「子

供たちにきれいな地球を残したいという」スローガンの下、

この新連携の認定を契機にして一層の広報活動、営業活動、

認知活動、啓蒙活動を行いたいと思っています。

成岡：本日はどうもありがとうございました。
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京都市南区の本社社屋

兵庫県某工場の施工前と施工後

セラパック交流大会での中島社長

農産品販売で提携してい
る農業法人（京都市右京
区京北町）の「京野菜」
のハウス育苗を見学して


